
軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)

付
、
学
徒
兵

の
手
紙
と
白
楽

天

の
詩

丹

羽

博

之

前
稿
に
引
き
続
き
、
軍
歌

の
歌
詞
に
見
え
る
漢
詩
的
表
現
を
考
察
す
る
。
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代

の
些

か
時
代
錯
誤
的
な
面
も
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
だ
が
、
軍

歌
を
知

っ
て

い
る
世
代
が
急
速
に
減
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
考
え
、
今
書

い
て
お
か
な

い
と
の
思

い
で
敢
え

て
筆
を
取
る
。
明
治
時
代
に
お
け
る
漢
文
学

の
影
響

の
紹

介
、
文
化
史
考
察

の

一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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一
、

勇

敢

な

る
水

兵

戦
前
の
教
育
を
受
け
た
人
で

「勇
敢
な
る
水
兵
」

佐
佐
木
信
綱
作
詞

奥
好
義
作
曲

一

煙
り
も
見
え
ず
雲
も
な
く

風
も
お

こ
ら
ず
波
た
た
ず

鏡

の
ご
と
き
黄
海
は

を

知
ら

な

い
人

は

い
な

い
で
あ

ろ
う

。

」

軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白

楽
天
の
詩
f



軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)ー

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩
-

曇
り
そ
め
た
り
時

の
間

に

二
空

に
知
ら
れ
ぬ
雷
か

波

に
き
ら
め
く
稲
妻
か

煙
り
は
空
を
立
ち

こ
め
て

天

つ
日
か
げ
も
色
く
ら
し

(三
～
八
省
略
)

[
『思

い
出

の

軍
歌
集
』

(
の
ば
ら
社

一
九
六
四
年
)

に
よ
る
。
以
下
本
稿

の
軍
歌
は
す

べ
て
同
書

に
よ
る
]

「
煙
り
も
見
え
ず
雲
も
な
く

風
も
お

こ
ら
ず
波
た
た
ず
」
と
否
定
を
重
ね
る
表
現
は
、
白
楽
天

の
詩

の

嘉
陵
夜
有
懐
二
首

(其
二
)

[O
刈
①
凹

不
明
不
闇
朧
朧
月

明
な
ら
ず
闇
な
ら
ず

朧
朧
た
る
月

非
暖
非
寒
慢
慢
風

暖

に
非
ず
寒

に
非
ず

慢
慢

た
る
風

蜀
臥
空
躰
好
天
氣

独
り
空
躰
に
臥
し
て

天
気
好
く

卒
明
閑
事
到
心
中

平
明
閑
事

心
中
に
到
る

等
を
始
め
、
漢
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
。
平
安
時
代

の
歌
人
大
江
千
里
は
こ
の

「
不
明
不
闇
朧
朧
月
」

て
り
も
せ
ず
く
も
り
も
は
て
ぬ
春

の
夜
の
お
ぼ
ろ
月
夜
に
し
く
も

の
ぞ
な
き

の
句
題
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た

「
非
暖
非
寒
漫
漫
風
」
か
ら
は

あ

つ
か
ら
ず
さ
む
く
も
あ
ら
ず
よ
き
ほ
ど
に
ふ
き
く
る
風
は
や
ま
ず
も
あ
ら
な
む

か
ら

(那
波
本

に
拠
る
。
以
下
同
じ
)

(「
千

里
集

」

七
三

)

(54)



の
句
題
和
歌
を
詠

ん

で
お
り
、
日
本
人
に
も
馴
染

み
深

い
表
現
と
な

っ
て
い
た
。

「鏡

の
如
き
黄
海
」
も

「
菱
池
如
鏡
浄
無

波
、
白
貼
花
稀
青
角
多

菱
池
鏡

の
如
く

浄
く
し

て
波
無
し
、
白
点
花
稀
れ
に

ω
○。
α
O
)
等

が
背
景

に
あ
る
。

「
空
に
知
ら
れ

ぬ
雷
」
は
紀
貫
之

の
名
歌

桜
散

る
木

の
下
風
は
寒

か
ら
で
空
に
知
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
ふ
り
け

る

な
ど
や
、

撒
米
は
そ
ら

に
知
ら
れ
ぬ
霰

と
見
え
た
り

等

の
日
本

古
典

の
表
現
を
取

り
入
れ
て
い
る
。

「
天

つ
日
影
も
色
暗
し
」

は

唐
高
適

「別
董
大
」

く
ら

千
里
黄
雲
白

日
嘆

千
里
の
黄
雲

白

日
嚥
く

北
風
吹
雁
雪
粉
粉

北
風
雁
を
吹
き
て

雪
粉
粉

唐
王
昌
齢

「
従
軍
行
五
首

(其
五
)
」

大
漠
風
塵

日
色
昏

大
漠

の
風
塵

日
色
昏
く

紅
旗
牛
巻
出
韓
門

紅
旗
半

ば
巻
き
来

て

較
門
を
出
つ

な
ど
に
見
ら
れ
る
漢
詩
的
表
現
が
下
敷
き
に
な

っ
て

い
る
。

土
屋
竹
雨

「
原
爆
行
」
に
も

怪
光

一
綾
下
蒼
曼

怪
光

一
綾

蒼
曼
よ
り
下
り

軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)ー

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩
-

(「
千

里
集

」

七
六

)

青
く

し

て
角

多

し
L

(『
白
氏

文
集

』

(
『拾
遺

和

歌
集

』

春

・
六
四
)

(『栄

花

物
語

』

布

引

の
滝

)

(55)



軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)i

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩
ー

忽
然
地
震

天
日
昏

忽
然
地
震

ひ

天
日
昏
し

と
あ
る
。

古
典
和
歌
と
漢
詩
に
対
し
て
、
佐
佐
木
を
始
め
明
治
期
の
文
人
は
和
歌
漢
詩

に
深

い
教
養
を
持

っ
て
い
た
の
は
、

二
、

婦

人
従

軍

歌

婦
人
従
軍
歌

加
藤
義
清
作
詞

奥
好
義
作
曲

一

火
筒

の
響
き
遠
ざ
か
る

跡

に
は
虫
も
声
た
て
ず

吹
き
立

つ
風
は
な
ま
ぐ
さ
く

く
れ
な

い
染
め
し
草
の
色

二
わ
き
て
凄
き
は
敵
味
方

帽
子
飛
び
去
り
袖
ち
ぎ
れ

発
れ
し
人
の
顔
色
は

野
辺
の
草
葉
に
さ
も
似
た
り

(三
番
[～
⊥ハ
番
略
)

『
日
本
の
唱
歌

(下
)
』

(金

田

一
春
彦

安
西
愛
子
編
)
の
解
説

に
は

今
更
贅
言
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

(56}



加
藤
義
清
は
近
衛
師
団

の
軍
楽
隊
の
楽
手

で
、
新

橋
駅
頭
で
高
官
を
見
送

る
た
め
に
軍
楽
演
奏

に
参
加
し
て

い
た
が
、

そ
の
際
凛

々
し

い
姿

で
戦
地
に
赴
く
従

軍
看
護
婦

の
姿
を
見

て
、
心
を
打
た
れ
、

こ
の
詞
を
作

っ
た
と

い
う
。

と
あ
り
、
内
地
で
戦
場
経
験

の
無

い
作
詞
者
が
激
戦
を
想
像
し
て
作

っ
た
も

の
で
あ
る
。

古
く

『
毛
詩
』

の
時
代

か
ら
政
治
、
戦
争
と
文
学
が
深
く
結

び
付

い
て

い
た
中
国

で
は
、
悲
惨
な
戦
場

の
様
子
が
詠

み
継
が
れ
て
来
た
。

漢
無
名
氏

「
戦
城
南
」

戦
城
南

城
南
に
戦
ひ

死
郭
北

郭
北
に
死
す

野
死
不
葬
烏
可
食

野
に
死

し
て
葬
ら
れ
ず

烏
食
ふ
可
し

唐
王
昌
齢

「塞

下
曲
」

黄
塵
足
今
古

黄
塵

今
古

に
足
り

鋤

白
骨
齪
蓬
嵩

白
骨

蓬
蕎

に
乱
る

ー

唐
孟
郊

「
弔
国
膓
」

徒
言
人
最
籔

徒
ら
に
言

ふ

人
最
も
霊
な
り
と

白
骨
齪
縦
横

白
骨

乱
れ
て
縦
横

た
り

等
戦
場

に
横
た
わ
る
屍
は
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
来
た
。
そ

の
中

で
、
杜
甫

の
代
表
作

の

一
つ

「哀
王
孫
」

に

昨
夜
東
風
吹
血
膿

昨
夜
東

風

血
を
吹
き

て
膠
く

た
く

だ

東
來
豪
駝
満
蕾
都

東
来
豪

駝

旧
都
に
満

つ

と

い
う

一
聯
が
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
安
禄
山

の
乱

(七
五
六
年
)
の
時

に
、
玄
宗
皇
帝
ら

が
都
長
安
脱
出
し

た
後

に
逃
げ
遅
れ
た
王
族
貴
公
子
を
哀
れ
ん
だ
も

の
で

あ

る
。

そ
の
中

の

一
節

で
、
安
禄

山
の
軍
勢

の
輸
送
用
豪
駝

(酪
駝

の
こ
と
)

が
血
脛

い
東
風

と
と
も

に
長
安

の
都
に
な
だ
れ
込
ん
で
き
た
こ
と
を
歌
う
。

杜
甫

の
こ
の
詩
は
、
唐
詩
三
百
首

で
は

「哀
江
頭
」
と

「春

望
」

の
間

に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
三
首
と
も
安
禄
山
の
乱
を
詠
ん
だ
も

の
と
し

て
著
名
。

軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)ー

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩

"



軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩

和
歌
や
大
和
言
葉
の
伝
統

に
は
戦
場

に
お
け
る
血
や
腱
な
ど
の
表
現
は
殆

ど
無

い
。

明
治

に
な

っ
て
軍
歌
を
作
詞
す
る
と
き
に
は
、
漢
詩

で
は
し
ば
し
ば
詠
ま
れ

る
戦
場

の
描
写
が
粉
本

に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
乃
木
希
典

が

「金
州
城
下
作
」
で

山
川
草
木
轄
荒
涼

山
川
草
木

転
た
荒
涼

十
里
風
腹
新
戦
場

十
里
風
胆
し

新
戦
場

と
詠
ん
だ
背
景
に
は
杜
甫

の
詩
や

「婦
人
従
軍
歌
」
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
「
金
州
城
下
作
」
の

「草
木
、
腱
」
は
安
禄
山
の
乱

の
悲
劇
を
詠
ん
だ
杜
甫

の
名
高

い

「三
吏
三
別
」

の

一
つ

「
垂
老
別
」

に
あ
る

萬
国
蓋
征
成

万
国

尽
く
征
成

峰
火
被
岡
轡

峰
火

岡
轡
を
被

ふ

積
屍
草
木
膿

積
屍
に

草
木
腱
く

流
血
川
原
丹

流
血
に

川
原
丹
し

謝

を
下
敷
き
に
し
、
「
垂
老
別
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

「垂
老
別
」

の
冒
頭
は

ー

四
郊
未
寧
静

四
郊

未
だ
寧
静
な
ら
ず

垂
老
不
得
安

老
ゆ
る
に
垂
な
ん
と
し
て
安
ら
か
な
る
を
得
ず

子
孫
陣
亡
蓋

子
孫

陣
亡
し
尽
く

焉
用
身
濁
完

焉
ぞ
身

の
独
り
完
き

こ
と
を
用
ひ
ん

と
あ
り
、
「
子
孫
陣
亡
壷
」
は
長
男
勝
典
を
失

っ
た
乃
木
希
典

の
心
情

に
沿
う
も

の
で
あ
る
。
後

に
旅
順
要
塞

の
攻
城
戦

で
次
男
保
典
を
戦
死
さ
せ
、
乃
木
は
文
字
通

り

「
子
孫
陣
亡
蓋
」
す

る
。

さ
ら
に
乃
木

の

凱
旋
有
感

王
師
萬
万
征
驕
虜

王
師
百
万

驕
虜
を
征
し

¶



攻
城
野
戦
屍
作
山

攻
城
野
戦

屍
山
を
作
す

憶
我
何
顔
看
父
老

梶
づ
我
何
の
顔
あ

っ
て
か

父
老
に
看
ん

凱
歌
今
日
幾
人
還

凱
歌
今
日

幾
人
か
還
る

む

む

　

の
詩

の

「
屍
作
山
」
は

「
垂
老
別
」
の

「
積
屍
草
木
腺
」
を
意
識
し
た
も

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

こ
の
詩

の

「塊
我
何
顔
看
父
老
」
は

『
史
記
』

の
項
羽

の
故
事

を
踏
ま
え

て
お
り
、
「
凱
歌
今
日
幾
人
還
」
は
王
翰

の
有
名
な

「
古
来
征
戦
幾
人
回
」
か
ら

の
連
想
で
あ
ろ
う

(石
川
忠
久

『
漢
詩

の
風
景
』
)
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

考
え
て
、

乃
木

は
そ

の
詩
作

に
お

い
て
、
中
国

の
有
名
な
詩
文
を
参
考

に
し
て

い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

三

、

ノ

ル

マ

ン
ト

ン
号

の
歌

『国

史

大
辞
典

』

の

「
ノ

ル
マ

ン
ト

ン
ご
う

じ

け

ん
」

の
項

を
挙

げ

る
。

謝

ノ
ル

マ
ン
ト

ン
号
事
件

不
平
等
条
約
下

に
お
け

る
英
国
貨
物
船

の
邦
人
乗
客
遭
難
を
め
ぐ
る
紛
争
事
件
。
明
治

一
九
年

(
一
八
八
六
)
十
月
二
士

二
日
、
横

ー

浜
を
出
航
、
神
戸
に
向

か
っ
た

マ
ダ

ム
ソ
ン
ー1

ベ
ル
汽
船
会
社
所
有

の
ノ
ル
マ
ン
ト

ン
Z
9
ヨ
餌
暮
o
コ
号
二
百
四
十
ト

ン
は
、
航
行
途
中
暴
風
雨
に
遇

い
、
同
月

二
十
四
日
午
後
八
時
こ
ろ
、
三
重
県
四
日
市
よ
り
和
歌
山
県
樫
野
崎
ま

で
の
沖
合

で
難
破
、
沈
没
し
た
。
そ

の
際
、
船
長
ド

レ
ー

ク

9
乏

゜
U
鑓
犀
①
を
は
じ
め
乗

組
員

の
イ
ギ
リ
ス
人

・
ド
イ

ツ
人
な
ど
は
全
員

ボ
ー
ト

で
脱
出
、
漂
流

の
と
こ
ろ
を
沿
岸
漁
村

の
人

々
に
救
助
さ
れ
手
厚

い
保
護
を
う
け
た

(三
人
凍
死
、
上

陸
後

埋
葬
)
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
人
船
客
二
+
五
名
は
た
だ
の

一
人
も
避
難

で
き
た
者

は
な
く
、
船
中

に
取
り
残
さ
れ
て
こ
と
ご
と
く
水
死
し
た
。

(中
略
)
国

内
世
論
も
船
長
以

下
乗

組
員

の
日
本
人
船
客

に
と

っ
た
非
人
道
的
行
為

に
対
し
、
大

い
に
沸
騰
し
た
。

(中
略
)
こ
の
遭
難
事
件

を
演
劇

と
し
て
興
行
し
よ
う

と

す
る
者
が
あ
り
、
人
心

の
再
燃
を
憂
慮
し
た
政
府
は
こ
れ
を
中
止
さ
せ
た
。

こ
の
事
件
は
領
事
裁
判
権

の
撤
廃
な
ど
国
権
回
復
を
要
求
す
る
国
民
世
論

の
昂
揚

と
形
成
に
、
重
要
な
契
機
を
な
し
た
の
で
あ

っ
た
。

(田
中
正
弘
)

こ
れ
を
軍
歌
と

い
え
る
か
と
も
思
う
が
、
『思

い
出

の

軍
歌
集
』
(
の
ば
ち
社
)
を
読
ん
で
気

づ
い
た
こ
と
を
記
す
。
職
業
軍
人

の
間

で
の
狭
義

の
軍
歌

と
現
在
我

々

の
感
覚
の
軍
歌

で
か
な
り

の
の
ず

れ
は
あ
る
と
思
う
。

軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)1

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩

騎



軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)1

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩
ー

五
九
番
ま
で
あ
る
長

い
歌
詞
で
あ
る
が
、
そ

の
三
入
、
三
九
番
は

三
入

こ
れ
ぞ
所
謂
ス
ロ
ー
タ
ー

な
ど
て
刑
罰
加
え
ざ
る

な
ど
て
刑
罰
加
え
ざ
る

汝
が
国
は
兵
強
く

三
九

軍
艦
大
砲
あ
り
と
て
も

わ
が
国
民
は
知
識
な
く

国
が
実
に
弱
く
と
も

働

鳥

や
豚
で
は
あ
る
べ
き
か

ー

明
ら
か
に
非

の
あ
る
船
長
に
刑
罰
が
課
せ
ら
れ
な

い
怒
り
を
、
「
国
が
実
に
弱
く
と
も
鳥

や
豚
で
は
あ
る
べ
き
か
」
と
表
現
す
る
。
最
初

に
読
ん
だ
と
き

に
は
鳥

と

豚
の
意
外
な
取
り
合
わ
せ
に
違
和
感
を
覚
え
た
。
鳥

(鶏
)
は
と
も
か
く
豚
は
当
時

の
日
本
人
に
は
な
じ
み
が
薄

い
も

の
で
あ

っ
た
で
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
こ
で
何

故
、
鳥

(鶏
)
と
豚
が
出
て
く
る
か
と

い
う
と
、
漢
文

の
世
界
で
は
鶏
豚
と
い
え
ば
家
畜
の
代
表
だ
か
ら
で
あ

ろ
う
。

『新
字
源
』

の

「
鶏
豚
」

の
項

に
は
、

①

に
わ
と
り
と
、

ぶ
た
。
②
家
畜

の
総
称
。

と
あ
る
。
「鶏
豚
」

の
例
を
調
べ
て
見
る
と

鶏
豚
狗

之
畜
、
無
失
其
時
七
十
者
可
以
食
肉

鶏
豚
狗
爵
の
畜
、
其

の
時
を
失

ふ
時
無
く
ん
ば

七
十

の
者
以
て
肉
を
食
ら

ふ
べ
し

(『
孟
子
』

梁

恵
王

上
)



牛
馬
因
風
遠

牛
馬
風
に
因
り
て
遠
く

鶏
豚
過
社
稀

鶏
豚
社
を
す
ぎ
て
稀
な
り

莫
笑
農
家
臆
酒
渾

笑
ふ
莫
か
れ

農
家
臆
酒
渾
れ
る
を

豊
年
留
客
足
鶏
豚

豊
年
客
を
留
む
る
に

鶏
豚
足
れ
り

特
に
陸
游

の
詩
は
彼
の
代
表
作
と
し

て
名
高

い
。

開
国
間
も
無

い
弱
小
国

日
本

と
て
も
、
鳥
や
豚

の
よ
う
な
家
畜
で
は
な

い
。

の
素
養

の
高

さ
を
窺
わ
せ
る
。

ノ

ル
マ
ン
ト

ン
号

の
三
、
四
番

の
歌
詞
に
は

三
旅
路
を
急
ぐ

一
筋
に

外
国
船

と
は
知
り

つ
つ
も

航
海
術

に
も
名
も
高
き

イ
ギ
リ

ス
船

と
き
く
か
ら
に

四
つ
い
う

か
う

か
と
乗

せ
ら
れ

て

波
路
も
と
お
き
遠
州

の

七
十
五
里
も

は
や
過
ぎ
て

今
は
紀
伊
な
る
熊
野
浦

軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)ー

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩
1

(白
楽

天

「春

村

」

[O
刈
O
α
]
)

(陸

游

「
遊

山
西

村
」
)

ふ
と
し
た
語
句

の
な
か
に
も
漢
語

が
使
わ
れ
る
と

こ
ろ
に
明
治
前
期

の
人
々
の
漢
文

(61}
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軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩
1

と
笑

い
を
誘
う
駄
洒
落
も
用

い
て

い
る
。
ま
た
、

十
九

浮
世
は
仮
と
は
い
い
な
が
ら

常
な
き
者

は
人
こ
こ
ろ

昨
日
の
恩

は
き
ょ
う

の
仇

斯
か
る
奴
と
は
露
し
ら
ず

「昨

日
の
恩
は
き
ょ
う

の
仇
」
は
、
「
昨
日

の
敵

は
今
日
の
友
」

(『
水
師
営
の
会
見
』
)
を
想
起
さ
せ
る
。
「昨

日
の
敵
は
今
日
の
友
」
は

『水
師
営

の
会
見
』
の
歌

詞
で
特

に
有
名
に
な

っ
た
が
、
そ
の
元
は

「
昨
日
の
友
は
今
日
の
怨
」

(幸
若

・三
木
)
「
き

の
ふ
の
怨
は
け
ふ
の
味
方
」

(義
経
千
本
桜
)
等

の
江
戸
時
代

か
ら
の
慣

用
的
表
現
に
あ

っ
た
。
佐
佐
木
信
綱
や
大
和
田
建
樹
は
そ
れ
ら
の
和
漢

の
古
典
を
自
在
に
駆
使
し

て
新
し

い
唱
歌
を
創
作
し
て
い

っ
た
。
古
く
か
ら

の
慣

用
的
表
現

を
歌
詞

の
中
に
取
り
入
れ
る
方
が
、
歌
う
方

に
と

っ
て
も
な
じ
み
や
す
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

(62)

 

四
、

独
立
守
備
隊

・
朝
鮮
国
境
守

備
隊

の
歌

「
哀
れ
の
少
女
」

は
明
治
二
十

一

(
一
八
入
九
)
年
刊
行

の

『
明
治
唱
歌
二
』

(大
和
田
建
樹

・奥
好
義
編
)

に
載

せ
ら
れ
た
。
内
容
は
ア

ン
デ
ル
セ

ン
の

(注

1
V

チ
売
り

の
少
女
」
に
想
を
得
た
と
さ
れ
、
曲

は
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ス
タ
ー

の

「
遥
か
な
る
ス
ワ

ニ
i
河
」

で
あ
る
。
そ

の

一
番
は

あ
わ
れ

の
少
女

大
和
田
建
樹
作
詞

吹
き
捲
く
風
は

顔
を
裂
き

見

る
み
る
雪

は

地
に
満
ち

ぬ

あ
わ
れ
素
足
の

お
と
め
子
よ

別
れ
し
母
を

呼

ぽ
う
ら
ん

「
マ

ッ



と
い
う
も

の
で
あ
る
。
寒
風
が
顔
や
肌
を
刺
す
と

い
う
表
現
は
馴
染

み
深

い
が
、

軍
歌
に
お
い
て
は
、

厳
寒

の
中
を
軍
務

に
励
む
様
子
を
次
の
様

に
歌
う
。

教
導
団
歌

(明
治

】
九
年
頃
)

作
詞

・
作
曲
不
詳

肌
を
破

る
寒
さ
を
も

笑
う
て
忍
ぶ
ま
す
ら
を
の

心
如
何

に
と
人
問
わ
ば

請
う
見
よ
寒
梅
花

一
枝

独
立
守
備
隊

の
歌

土
井
晩
翠
作
詞

旧
戸
山
学
校
軍
楽
隊
作
曲

黄
塵
く
ら
く
天
を
覆

い

緑
林
風
に
狂
う

と
も

鎧
の
袖
の

一
触
れ
と

降
魔

の
剣
腰

に
な
る

炎
熱
鉄
を
と
か
す

日
も

氷
雪
肌
を
裂
く
夜
半
も

難
き
耐
え
て
国
防

の

第

一
線

に
勇

み
立

つ

朝
鮮
国
境
守
備
の
歌

旧
朝
鮮
国
境
守
備
隊
作
詞

旧
戸
山
学
校
軍
楽
隊
作
曲

長
白
お
ろ
し
荒
む
と
き

氷
雪
四
方
を
閉
じ

こ
め
て

今
宵
も
零
下
三
十
度

太
刀
は
く
肌
は
裂
く
る
と
も

銃
執

る
双
手
は
お

つ
る
と
も

軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)i

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩
ー

寒
風
が
顔
を
裂
く
と
い
う
表
現
は
目
新
し

い
。

(63)
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軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩

同
胞
ま
も
る
血
は
燃
ゆ
る

こ
れ
の
軍
歌
に
見
え
る
、
寒
風
が
肌
を
破

る
と
い
う
表
現
も
珍
し

い
。
ま
た
、

漢
詩
文

で
は
、

と
も
に
良
く
用

い
ら
れ
る
表
現
で
あ

る
。

走
馬
川
行
奉
送
封
大
夫
出
師
西
征

馬
を
走
ら
せ
て
川
行
し

封
大
夫
の
師
を
出
だ
し
西
征
す

る
を
送
り
奉

る

岸
参

君
不
見
走
馬
川
行
雪
海
邊

君
見
ず

や

走
馬
川
行

雪
海

の
辺
り

卒
沙
葬
葬
黄
入
天

平
沙
葬
葬

黄
天

に
入
る

輪
憂
九
月
風
夜
吼

輪
台
九
月

風
夜

に
吼
ゆ

(四
句
略
)

漢
家
大
將
西
出
師

漢
家
の
大
将

西

の
か
た
師
を
出
し

將
軍
金
甲
夜
不
脱

将
軍
の
金

甲

夜
も
脱

が
ず

牛
夜
軍
行
文
相
揆

半
夜
軍
行
し
て

文
相
機
し

む

む

む

風
頭
如
刀
面
如
割

風
頭
刀
の
如
く

面
割
く
が
如
し

(以
下
六
句
略
)

唐
李
華

「
弔
古
戦
場
文
」

(『古
文
真
宝
後
集
』
巻
五
)
に
は

至
若
窮
陰
凝
閉

凛
洌
海
隅

積
雪
没
脛

堅
氷
在
髪
。

海
隅

に
凛
洌
た
る
が
若
き
に
至
り
て
は
、
積
雪
脛
を
没
し
、

此

の
苦
寒

に
当
た
り
て
、
天
強
胡
に
仮
す
。
)

寒
さ
に
よ

っ
て
指
や
手

が
落
ち
る
と
い
う
例
も
和
文
に
は
少
な

い
と
思
う
。

一
方
、

(
『唐
詩
三
百
首
』
所
収
)

む

む

む

む

鶯
鳥
休
巣

征
馬
蜘
胴

維
績
無
温

堕
指
裂
膚
。
當
此
苦
寒

天
假
強
胡
。

(窮
陰
凝
閉
し
て
、

堅
氷
髪

に
在
り
。
驚
鳥
巣
に
休

み
、
征
馬
も
跳
踊
す
。
絡
績
温
無
く
、
指
を
堕
と
し
膚
を
裂
く
。

(64)



と
あ
る
。

「
吹
き
捲
く
風
は

顔
を
裂
き
」

(哀
れ
の
少
女
)
は
雰
参

の

「割
面
」
等
か
ら

の
表
現
を
ま
ね
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
「
氷
雪
肌
を
裂
く
夜
半
も
」

(独
立
守
備
隊

の

歌
)
、
「
太
刀
は
く
肌

は
裂
く
る
と
も
」

(朝
鮮
国
境
守
備

の
歌
)

の
表
現
は

「
弔
古
戦
場
」

の

「
裂
膚
」

に
そ

の
源
泉
を
求
め
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
「
手
足
は
弾
に
く

だ
く
と
も

指

は
氷
に
ち
ぎ
る
と
も
」
(独
立
守
備
隊
の
歌
)
、
「
太
刀
は
く
肌
は
裂
く
る
と
も

銃
執

る
双
手
は
お

つ
る
と
も
」
(朝
鮮
国

境
守
備

の
歌
)

の

「
極
寒

の
あ
ま
り
手
や
指

が
凍
傷

で
堕
ち
る
」

は
、

「
弔
古
戦
場
」

の

「
堕
指
」
と
対
応
し
て

い
る
。

『古
文
真
宝
後
集
』

は
江
戸
時
代
よ
く
読
ま

れ
て
お
り
、
作
詞
者

が
利
用
し
た
可
能
性

は
高

い
。
特
に

「太
刀

は
く
肌
は
裂
く
る
と
も

銃
執
る
双
手
は
お

つ
る
と
も
」
は

「
堕
指
裂
膚
」
に
見
事

に
対
応
し
て

い
る
。
前

掲
の
雰
参

の
詩
も

『唐
詩
三
百
首
』
に
も
収
め
ら
ら
れ

て
い
る
。
『唐
詩
三
百
首
』
も
荻
生
祖
棟

の
称
揚
以
来
、
日
本

人
に
も
親
し
ま
れ

て
来

た
。

懐

か
し

い
故
郷
を
離
れ
て
極
寒

の
地
を
守
る
兵
士

の
苦
労
に
、
中
国

の
辺
境

の
地
で
戦
う
塞
外
詩

の
イ
メ
ー
ジ
を
脳
裏

に
重

ね
合
わ

せ
て
作
詞
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う

。
朝
鮮

の
厳
寒
は
日
本
人

に
は
未
経
験

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
寒
さ
を
大
和
言
葉
で
は
表
し

に
く

い
と

い
う
事
情
も
有

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
江
戸
末

明
治
初
期

に
生
ま
れ
た
人

は
漢
詩
、
漢
学

の
素
養

が
自
然

と
身
に

つ
い
て
、

こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
漢
詩
的
表
現
が
見
え
か
く
れ
す

る
の
で
あ
ろ
う
。

「
哀
れ

の
少
女
」

に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
岸
参

の
作

北
風
捲
地
白
草
折

北
風
地
を
捲
き

て

白
草
折
れ

胡
天
入
月
即
飛
雪

胡
天
入
月

即
ち
雪
を
飛
ば
す

(界
参

「
白
雪
歌

送
武
判
官
帰
京
」

『
唐
詩
三
百
首
』
)

に
見
え
る

「
北
風
捲
地
」
は

「
ふ
き
捲
く
風
」

(
「哀

れ
の
少
女
」
)
に
類
似
し
て
お
り
、
「面
如

割
」
「
顔
を
裂
き
」
の
類
似
性
か
ら
考
え
て
、
大
和

田
は
岸
参

の
塞
外

詩
を
利
用
し
た
可
能

性
が
高

い
。
大
和

田
の
作
品
に
は
漢
詩
を
下
敷
き

に
し
た
作

品
が
見
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
前
稿

(
「漢
詩
と
軍
歌

(其

一
)
」
大
手
前
大
学

人
文
科
学
論
集
第

一
号
)
に
お

い
て
少
し
触
れ
た
。

(65)

 

軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩



軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)1

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩
ー

五
、

学
徒
兵

の
手

紙
と
白

楽
天

の
詩

西
宮
市
立
図
書
館

で
ふ
と
手

に
し
た
『雲
な
が
る
る
果
て
に
』
。
そ
の
存
在

は
知

っ
て

い
た
が
、
読

む
の
は
初
め
て
で
あ

っ
た
。

た
し
か
映
画

に
も
な

っ
て
い
た
よ

う

に
思
う
が
、
ぱ
ら
ぱ
ら
と
目
次
を
め
く

っ
て
い
る
と
、
「
愛
児

へ
の
便
り
」

(こ
の
上
村
真
久
氏

の
便
り
は
胸
を
打

つ
)
「
靖
国

の
社
頭
で
」
「
最
後

の
手
紙
」
な
ど

の
中
に

「
燕
の
詩
に
思
う
」

と

い
う

一
文
が
あ

っ
た
。
興
味
を
覚
え
て
開

い
て
見
る
と

真
鍋
信
次
郎

九
州
専
門
学
校

福
岡
県

十
三
期
飛
行
予
備
学
生

二
十
年
五
月
二
十
五
日

南
西
諸
島

に
て
戦
死

二
十
二
歳

(前
半
略
)

変
な

こ
と
ば
か
り
書
き
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
散
る
べ
き
時

に
は
に

っ
こ
り
と
散
る
。

だ
が
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
時
は
石
に
か
じ
り

つ
い
て
も
生
き
ぬ
く
、

こ

鋤

れ
が
ほ
ん
と
う

の
日
本
男
子
だ
と
思

い
ま
す
。
御
安
心
く
だ
さ

い
。
も

一
つ
自
分

の
御
願

い
を
聞

い
て
い
た
だ
き

た
い
。
次

に
書
く
白
楽
天
の

「
燕

の
詩
」
、

ー

梁
上
隻
燕
あ
り

關
翻

た
り
雄
と
雌
と

泥
を
街
む
両
橡

の
間

一
巣
四
児
を
生
ず

四
児
日
夜

に
長
じ

食
を
索
め
て
声
孜
孜

た
り

青
晶

は
捕
ら
え
易
か
ら
ず

黄

口
は
飽
く
期
な
し

　
マ
マ
　

嗜
瓜
弊
れ
ん
と
欲
す
と

い
え
ど
も

心
力
疲
る
る
を
知
ら
ず

　
マ
マ
　

須
央
に
し
干
往
来
す

猶
恐
る
巣
中

の
餓
え
ん
こ
と
を

辛
勤
三
十

日

母
痩
せ
て
雛
漸
く
肥
え
た
り

哺

々
と
し
て
言
語
を
教
え

一
]
毛
広
を
刷
う

一
旦
羽
翼
成
り

引
き
て
庭
樹

の
枝

に
上
る



翅
を
挙
げ

て
回
顧

せ
ず

風

に
随

っ
て
四

に
散
飛
す

雌
雄
空
中

に
鳴
き

声
尽
く
る
ま
で
呼

べ
ど
も
帰
ら
ず

却

っ
て
空
巣

の
裏

に
入
り
て

咽
鰍
と
し

て
終
夜
悲
し
む

燕
、
燕
悲

し
む
こ
と
勿
れ

爾
当

に
返
り
て
自
ら
思
う

べ
し

思
え
爾

が
雛

た
り
し
日

高
飛
し
て
母
に
背
き
し
時
を

当
時
父
母

の
念

今

日
爾
ま
さ
に
知
る

べ
し

以
上

の
ご
と
く
彼
等

の
子
を
思
う
心
、
ま
し
て
我

々
の
両
親

の
我

々
を

い
つ
く
し
み
そ
だ
て
ら
れ
た
恩

の
大
き
さ
に
お
い
て
は
非
常

に
大
な
る
も

の
と
思
う
。

い
ろ

い
ろ

の
大

な
る
苦
難

に
う

ち
か

っ
て
、
我

々
を
こ
の
よ
う
に
そ
だ
て
あ
げ
ら
れ
た
御
恩
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
涙
が
流
れ
る
。
ど
う
し

て
も
お
母
さ

ん
だ
け

に
は
あ

の
苦
難

の
道
を
考
え
て
は
、
充
分

に
孝
養
を

つ
く
さ
な
け
れ
ば
、
我

々
の
良
心
が
許
し
ま
せ
ん
ね
。
自
分

は
現
在
軍
籍

に
身
を
お

い
て
い
る
故
、

直
接
お
母
さ
ん

に
孝
養

を

つ
く
す

こ
と
は
で
き
な

い
。

(略
)

ηω

姉
弟
妹
三
人
が

っ
ち
り
と
固
く

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
や
り
ま
し
ょ
う
。

理
屈

ぽ
い
こ
と
ば
か
り
書

い
た
が
、

こ
ん
な
こ
と
は
貴
女

に
は
よ
く
わ
か

っ
て

い
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
真
理
と
は
き
わ
め
て
平
凡
な
も

の
で
す
。

だ

が
そ

の
実
行
は
な
か
な
か
で
き
な

い
も

の
で
す
。

樹
静
ま
ち
ん
と
欲
す
れ
ど
風
や
ま
ず

子
養
は

ん
と
欲
す
れ
ど
親
ま
た
ず

ゆ
き
て
追

ふ
べ
か
ら
ざ
る
は
親
な
り

で
す
。
以
上

に

つ
い
て
は
、
よ
く
よ
く

ヨ
シ
子
に

い
い
ふ
く
め
て
下
さ

い
。

こ
れ
が
貴
女
に
対
す
る
最
大

の
ね
が
い
で
す
。
最
後
に
ご
両
親
様
に
よ
ろ
し
く
、

ま
た
兄
さ
ん

の
全
快
の

一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
祈

っ
て
欄
筆
し
ま
す
。

健
康

に
御
注
意
下
さ

い
。

姉
上
様

信
次
郎
拝

軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)1

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩

騎



軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)ー

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩

*

『
雲
流

る
る
果

て
に
』

で
は

「
瓜
」

「
干
」

と
あ

る
が

、

瓜

は
爪
、
干

は
十

の
誤
植

で
あ

ろ
う
。

と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
白
詩
の

「燕
詩
」
を
引
用
し
て
、
姉
に
父
母

の
愛
情

の
深
さ
を
訴
え
る
。

と
こ
ろ
が
白
詩

は

「
燕
詩
示
劉
曳
」

の
題

の
下
に

「
朗
又
有
愛
子
、
背
由
又
逃
去
。
申
又
甚
悲
念
之
。
由
又
少
年
時
、
亦
嘗
如
是
。
故
作
燕
詩
以
諭
之
。

(嬰
に
愛
子
有
り
、

由
又
に
背
き
て
逃
げ
去
る
。
由
又
甚
だ
之
を
悲
念
す
。
申
又
も
少
年

の
時
、
亦
た
嘗
て
是

の
如
し
。
故
に
燕

の
詩
を
作
り
て
以
て
之
を
諭
す
。
)
」
と

い
う
注

が
あ

る
。

あ
れ
だ
け
親
鳥

が
心
身
を
砕

い
て
雛
を
育

て
た
の
に

一
旦
羽
翼
成
れ
ば
、
「
挙
翅
不
回
顧
、
随
風
四
散
飛
」
し
た
。
し
か
し
、
嘆
く

こ
と
勿
れ
、
汝
自
身
も
そ
の
昔

「高
飛
背
母
飛
」
し
た
で
は
な

い
か
と
諭
す
。
前
半

に
な
が
な
が
と
事
細
か
に
育
雛
を
述

べ
た
の
は
、
結
末

の
ど
ん
で
ん
返
し
の
効
果
を
高
め
る
た
め
の
伏
線
で
あ

っ

た
。
そ

こ
に
白
楽
天
特
有

の
皮
肉
、
物
語
り
的
展
開
が
あ

っ
た
わ
け
だ
が
、
ま
じ
め
な
真
鍋
さ
ん
は
前
半

の
親
燕
が
雛
を
心
こ
め
て
育
て
る
描
写
ば
か
り
に
心
を
奪

わ
れ
た
よ
う
だ
。
け
れ
ど
も
、
真
摯
な
真
鍋
さ
ん
の
心
情
を
思

い
や
れ
ば
、
「
涙

が
流
れ
る
」
。

白
楽
天

の
作
品
は
、
彼

の
在
世
中
か
ち
朝
鮮
や
日
本

に
も
争

っ
て
伝
え
ら
れ
、
異
国

の
人
々
に
も
読
ま
れ
、
伝
写
さ
れ

て
い
た
。
二
十
世
紀
に
生
を
享
け
た
真
鍋

さ
ん
も
白
詩
の
持

つ
魅
力

に
ひ
か
れ
て
生
前
愛
読
し

て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
家
族

へ
の
手
紙
の
中

に
も
白
詩
を
引
用
す

る
と
こ
ろ
に
、
戦
前

の
高
等
教
育
、
漢
文
教

育

の
水
準

の
高
さ
が
し

の
ば
れ
る
。
付
題
を

「特
攻
隊
員

の
遺
書

と
白
詩
」
と
す

る

つ
も
り
で
あ

っ
た
が
、
「
南
西
諸
島
戦
死
」

と
あ
る
だ
け

で
、
「
神
風
特
別
攻
撃

隊
○
○
隊
」

の
記
事
が
無

い
か
ら
特
攻
出
撃
で
は
な
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
特
攻
に
準
ず
る
よ
う
な
死
を
覚
悟
し
て
の
手
紙
で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。
そ

れ
に
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
孝
行
息
子
を
亡
く
さ
れ
た
親
御
や
家
族

の
悲
嘆
や
如
何
ば
か
り
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ

の
特
攻
隊

の
人
に
対
し
て

太
平
洋
戦
争
中
、
護
国

の
化
身

で
あ
る
か
の
よ
う

に
称
え
ら
て

い
た
い
わ
ゆ
る
特
攻
隊
員
た
ち

が
、
戦
争

が
終
わ
る
と
と
も
に
、
急
転
直
下
、
ま
る
で
悪
魔

の

象
徴

で
も
あ
る
か

の
よ
う

に
非
難
攻
撃
さ
れ
る
に
至

っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
事
実
で
あ

っ
た
。

(奥
宮
正
武

『海
軍
特
別
攻
撃
隊
』
朝
日
ソ
ノ
ラ

マ

ニ
ニ
〇
九
頁
)

と

い
う

か
ら

ひ
ど
い
も

の
だ
。
遺
族

は
二
重
三
重

の
苦
し
み
を
味
わ

っ
た
に
違

い
な
い
。
戦
前
僅
か
に
数
パ
ー
セ
ン
ト
と

い
わ
れ
た
高
等
教
育
を
受
け
、
優
秀
で
あ

っ
た
が
故

に
難
し

い
飛
行
機
乗
り

に
な

っ
た
と

い
う
皮
肉
な
面
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
中
年

の
白
楽

天
が
好
ん
だ

『
荘
子
』
の

「
木
雁
」

(曲

が
り
く
ね

っ
て
使

い
物

に
な
ら
な

い
木

は
見
捨

て
ら
れ
て
長
生
き
で
き
る
が
、
良

い
声
で
鳴
け
な

い
雁

は
、
値
打
ち
が
な

い
と
い

っ
て
殺
さ
れ
る
。
才
能
が
無

い
方

が
長
生
き
で
き
る
場
合

(68)



も
あ
れ
ば
、
才
能

が
有
る
ゆ
え

に
不
幸

に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
果
た
し

て
ど
ち
ら
が
良

い
の
か
)

の
寓
話
を
想
起
さ
せ
る
。

一
千
百
余
年

の
時
空
を
越
え

て
、
海
東

の
国
日
本

で
こ
の
よ
う

に
引
用
さ
れ
て
い
た
と
白
楽

天
が
知

っ
た
ら
何

と
思
う

で
あ

ろ
う

か
。
彼
は
若
き
日
、
「
新
豊

の
折

辟目
翁
」

で
徴
兵
忌
避

の
為
、

わ
ざ
と
右
腎
を

へ
し
折

っ
て
生
き
永
が
ら
え
た
翁
を
詩
に
詠

み
、
戦
争
反
対
を
訴
え
た
の
だ
が
。
そ
う
し
た
詩
は
戦
前

の
日
本
は
読
ま

れ
な
か

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

1

注

「第

四
章

独
立
守
備
隊

・
朝
鮮
国

境
守
備
隊

の
歌
」

の

一
部

は
、
「
明
治
唱
歌

『あ
は
れ
の
少
女
』

に
見
る
和
洋
中

折
衷

の
文
化
ー

一
九
世
紀

の
米

・
丁

・
中

・
日
文
化

の
融
合
」

の
題
目

で
、
東

ア
ジ
ア
比
較

文
化
国
際
会
議

(
二
〇
〇
〇
年

一
〇
月

一
五

日

国
学
院
大
学
)
に

お

い
て

口
頭
発
表
し
た
。
米

の
フ
ォ
ス
タ
ー
の
曲

に
、
デ

ン
マ

:
ク
の
ア
ン
デ

ル
セ
ン
の

「
マ
ッ
チ
売
り

の
少
女
」

に
想

を
得

た
内
容

の
歌
詞
を
日
本
人

が
つ
け
、
そ

の
中

に
漢
詩

の
表
現
を
利

用
し
た

「面
割
」
が
用

い
ら
れ
て

い
る
。

後
記

前
稿

「軍
歌
と
漢
詩

(其

一
)
」
発
表
後
、
非
常
勤
先
甲
南
大
学
の
受
講
生

(科
目
等
履
修
生
)
で
あ

っ
た
山
永
明
博
氏
か
ち
有
馬
敲

央
出
版
)
を
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
書

に
、
已
に
前
稿

で
指
摘
し
た

(海
軍
軍
歌
)
↓

(山

の
歌
)

の
替
え
歌

の
例
は
挙
げ
て
あ

っ
た
。

『替
歌

研

究
』

(K
T

C
中

ts9)

略

軍
歌
と
漢
詩

(其
二
)1

付
、
学
徒
兵
の
手
紙
と
白
楽
天
の
詩
i


